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参加者デモグラフィック
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参加者のペルソナ ※集計は2021年11月8日時点

参加者の所属 登録者の参加目的 ※複数回答可

5人

23人

35人

37人

55人

57人

74人

79人

116人フェムテックが企業や自治体内等で
どのように利用されているか事例を知りたい

行政の動向を知りたい

実証事業者の事業進捗を知りたい

フェムテックの利用（従業員や住民、患者等に提
供する）に興味がある

フェムテックがどのようなものか知りたい

フェムテック事業の立ち上げを検討している

フェムテックの利用（自身が利用すること）に
興味がある

実証事業者との協業を検討している

取材のため
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実証事業一覧
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実証事業 事業テーマ
事業紹介

ページ# 事業名 代表団体名
月経・
PMS

妊娠・
不妊

産後
ケア

更年期
婦人科
疾患

ヘルス
リテラ
シー

その他

01
働く女性が乳がんを経験しても変わりなく働くことのできる場所の提供・雇用と、価格・着け心地共に
ストレスフリーな国産パッド開発

アボワールインターナショナル株式会社 ● P8 ~ P19

02 大企業および中小企業の従業員を対象としたライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業 株式会社With Midwife ● ● ● ● ● P20 ~ P36

03
潜在助産師を活用した、地方における育児期の女性の職場復帰を支援するオンライン相談事業：
「The CARE for Community」実証実験

株式会社With Midwife ● ● P37 ~ P59

04 女性の意思決定支援サービスの構築およびライフデザインにまつわる社会環境整備に向けた実証事業 一般財団法人ウェルネスサポートLab ● ● ● ● ● ● P60 ~ P69

05 不妊治療患者を対象にした遠隔医療スキームの確立、および、不妊治療啓発の動画コンテンツ作成 vivola株式会社 ● P70 ~ P78

06 働く女性の健康に対するオンライン支援プログラムの効果検証 株式会社Kids Public ● ● ● ● ● P79 ~ P88

07 産婦人科による働く女性の健康やライフイベントに伴う悩みや不安に関するオンライン相談事業 医療法人葵鐘会 ● ● ● ● ● ● ● P89 ~ P101

08 法人向けオンライン女性健康相談サービス「フェムラインかごしま」実証事業 社会医療法人博愛会 相良病院 ● ● ● ● P102 ~ P107

09 生理用品の計量管理による生理周期の把握とデータを活用した健康課題の解決 シャープ株式会社 ● ● P108 ~ P120

10 働く更年期女性がキャリアをあきらめないためのヘルスリテラシー向上・相談窓口事業 株式会社ジョコネ。 ● ● P121 ~ P135

11 生命をつなぐ 世代をつなぐ 医療をつなぐ診療支援システム開発 株式会社シンフォニア ● P136 ~ P150

12 妊活・不妊治療と仕事の両立を支援する妊活サポート事業 株式会社ステルラ ● P151 ~ P158

13 更年期ケアの重要性を可視化し、社会へ啓蒙＠渋谷区＠神戸市 自治体連携 株式会社TRULY ● ● P159 ~ P167

14 女性のライフプランとキャリアの両立支援事業 株式会社ninpath ● P168 ~ P180

15
個人・企業のヘルスリテラシー向上と日本の８割の雇用を支えるローカル経済圏での
フェムテック普及展開の仕組みの構築に向けた実証事業

株式会社陽と人 ● ● ● ● ● ● P181 ~ P187

16
自治体と連携した
1. 妊活・不妊治療の当事者向けサポート 2. 妊活・不妊治療を支える周囲のサポート啓蒙

株式会社ファミワン ● ● ● ● ● P188 ~ P214

17
日常生活の中で簡便に自身の疲労度・ストレスレベルを可視化し、リアルタイムで感覚刺激を通じた
解決を行うアプリ「me-fullness」による、働く女性の疲労・ストレス緩和ソリューションの実証事業

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス ● P215 ~ P223

18 女性社員が入社からリタイアまでいきいきと働ける環境を実現する健康課題改善プラットフォーム事業 丸紅株式会社 ● ● ● ● P224 ~ P253

19 周産期遠隔医療プラットフォームを活用した仕事と安全な妊娠・出産の両立にかかる実証事業 メロディ・インターナショナル株式会社 ● ● P254 ~ P272

20
女性従業員と企業へのワンストップソリューション伴走支援による
女性の健康課題解決と就業継続促進に向けた健康相談並びにセミナー事業

株式会社SUSTAINABLEME ● ● ● ● ● ● ● P273 ~ P283

経済産業省 令和３年度「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」
実証事業一覧
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実証事業の中間報告資料
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01.
働く女性が乳がんを経験しても変わりなく働くことのできる場所の提供・雇用と、
価格・着け心地共にストレスフリーな国産パッド開発
（代表団体：アボワールインターナショナル株式会社）

8



PwC

9



PwC

10



PwC 11

11



PwC 12

12



PwC

13



PwC 14

14



PwC 15

15



PwC 16

16



PwC 17

17



PwC 18

18



PwC 19

19



02.
大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業 (関西エリア)
（代表団体：株式会社With Midwife）
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The CARE 中間報告資料

大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業
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弊社が提供するサービス

詳細はこちら

看護師と助産師の国家資格をもつケアラーが

健康や子育てに関する専門知識をもって

24時間365日、社員を公私ともに支援する

22



Confidential

弊社が提供するサービス

詳細はこちら

※育休サポートプログラムは
今回の実証事業では含まれておりません。
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大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業

弊社の実証事業テーマ
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実施内容

事業目標：①企業への助産師介入の有用性検討
①汎用性のあるエビデンスを提示しトップランナーとして当分野の今後の発展に資すること

実証
事業
後

実証
事業
期間
中

従業員数1,000人
以上の企業 従業員数300人以下の企業

目標：3社
目標総従業員数：10,000人

目標：10社
目標総従業員数：2,000人

導入前後のアンケート調査
①属性 ②働きやすさ
③ストレス度 ④幸福度 など

集計・分析・エビデンスの報告

1 2 3

トップランナー
として分野の開拓

他企業の新規参入

当分野が醸成する

だれにとっても

働きやすい
職場環境

離職率の低下/産業の発展/ウェルビーイング向上

だれもが自己実現できる

ジェンダー平等な社会へ

企業選定のバックアップ
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入先企業のリクルート
24時間365日

オンラインシステムを用いた
健康と子育て個別相談

研修 研修 研修

導
入
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

導
入
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

分析・報告

スケジュール
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実証事業協力企業14社
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サポートミッドワイフ15名
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進捗

実証事業採択

リクルート開始

ミッドワイフ育成

導入企業決定

実証事業開始

第1回セミナー

事前アンケート回収
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導入前アンケート

回答数（回答率）

2635件（18.01％）

目標回答数（2.500件）
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POINT
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ポイント1「企業のリクルート」

協力団体からの紹介

“健康経営”テーマでの登壇

ローカルネットワークの活用
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ポイント2「助産師のリクルート・育成」

既存のネットワークの活用

面接では、「なぜ」を重視

私たちが大切にしていることの共有
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ポイント3「アンケート回答率」

アンケート回答のしやすさを重視

1企業ごとのコミュニケーション

私たちからのメッセージを直接伝達
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今後

第2回セミナー

第3回セミナー

実証事業終了

データ分析

成果報告会

報告書提出

論文執筆

事後アンケート回収
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The CARE 中間報告資料

大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業

36



03.
潜在助産師を活用した、地方における育児期の女性の職場復帰を支援する
オンライン相談事業：「The CARE for Community」実証実験（信州エリア)
（代表団体：株式会社With Midwife）
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04.
女性の意思決定支援サービスの構築およびライフデザインにまつわる
社会環境整備に向けた実証事業
（代表団体：一般財団法人ウェルネスサポートLab）
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05.
不妊治療患者を対象にした遠隔医療スキームの確立、
および、不妊治療啓発の動画コンテンツ作成
（代表団体：vivola株式会社）
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晩婚化、晩産化の傾向にある人生100年時代のいま、
女性の健康をAIで見守るサービスを提供します

代表取締役CEO
角田夕香里
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06.
働く女性の健康に対するオンライン支援プログラムの効果検証
（代表団体：株式会社Kids Public）
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株式会社Kids Public

産婦人科・小児科オンライン
令和３年度「フェムテック等サポートサービス実証事業
中間発表資料
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産婦人科オンライン・小児科オンライン サービス紹介

産婦人科・小児科に特化したオンライン医療相談

-病院受診の手前にある不安や孤立にリーチすることを目指す

-手薄になりがちな働く女性の健康支援をオンラインでサポート

妊娠前 出産 子育て

妊娠前〜出産〜子育て
の切れ目ない支援

＜事業開始＞
• 小児科オンラインは2016年、
産婦人科オンラインは2018年
事業開始

＜サービス概要＞

• 産婦人科医、助産師、小児科
医が対応

• 主に法人向けへ提供しており、
自治体の住民サービスや企業
の福利厚生、会員サービスへ
の付帯として導入

＜実績＞
• 2021年11月現在、合計80
以上の法人に導入

• 2020年に経済産業省「令
和2年度補正遠隔健康相談
体制強化事業」に採択
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本実証事業の概要

働く女性の健康に対する
オンライン支援プログラムの効果検証

【対象者】

軽〜中労働（営業
やデスクワーク
等）を主とする女
性従業員（妊娠中
や産休・育休中の
女性は除く）

【提供期間】
2021年8月〜
2022年2月
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事業計画に基づき実施したこと

開始時評価

・評価用のアンケート作成
・事業開始時に参加群30名と対照群30名へウェブアンケートを実施
・両群ともに回答率100%

定期面談用資料作成

・産婦人科医との定期面談で用いるミニレクチャー用資料を作成
・20-30代向け：月経、PMS、プレコン、子宮頸がん・乳がん、不妊治療、メンタルヘルス

40代以上向け：月経、PMS、プレコン、子宮頸がん・体がん、更年期、メンタルヘルス

・内容は産婦人科医と産業医が共同で監修

プログラム提供

・参加群30名に対して支援プログラムの提供開始（8月中旬〜）
・2回目の面談時からミニレクチャーの実施（9月中旬〜）
・その他：随時のオンライン医療相談へ対応、医療情報の定期配信（週１以上）
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事業を実施してわかってきたことや課題

わかってきたこと

【開始時アンケート（60名）】
・「性に関するヘルスリテラシー」の教育を受けた経験がある人は23%のみ
・女性特有の疾患に関する情報を十分に収集、理解、評価、活用できる人は5%のみ
・プレコンセプションケアを「知らないor名前しか知らない」という人が88%
・婦人科系や泌尿器系の症状で適切に産婦人科を受診できている人は45%のみ
・月経や婦人科疾患を意識して運動・食事・睡眠を整えられている人は23-40%

【定期面談】
・10月22日までに計63回実施
・詳細な問診によって自分自身でも曖昧だった健康課題に気づきやすい
・会社での研修を受けた人でも新たな情報取得につながっている
・毎月実施するため医療機関受診後の経過を共有し継続的なサポートが可能
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事業を実施してわかってきたことや課題

実施中の課題

【定期面談】

①予定調整に難航することがあり、参加者によって進みにズレが生じる

→ある程度は仕方ないが「簡便な連絡手段とサポート体制」が重要

②現行のシステムでは当日の急なキャンセル等に柔軟な対応ができていない

→なるべく減らしてもらえるような工夫とともに専用システム開発が必要か
（自動リマインド機能、自身での簡便な予約変更など）
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今後実施すること

終了時評価

・2022年2月上旬に実施予定
・評価用のアンケートを作成
・参加群30名と対照群30名へウェブアンケートを実施

プログラム提供

・参加群30名に対して支援プログラムの提供を継続
・各種ミニレクチャーの実施
・その他：随時のオンライン医療相談へ対応、医療情報の定期配信（週１以上）
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実施体制

【株式会社Kids Public】
・サービス（支援プログラム）の提供
・オンラインアンケートの実施
・得られた結果の分析、評価

【株式会社パソナ】
・対象者のリクルート
・対照群のリクルート

【産業医科大学（柴田喜幸教育教授）】
・医師向け共有資料の監修
・評価指標の監修
・得られた結果の分析へのアドバイス
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会社概要

会社名 株式会社Kids Public

所在地
〒101-0052
東京都千代田区神田小川町1-8-14 神田新宮嶋ビル4階

設立 2015年 12月

代表者名 橋本直也（小児科医）

事業内容 インターネットを介した成育医療

従業員数 160名（2020年10月現在）

受賞歴

2016.8 Open Network Lab 12th Batch Demodayオーディエンス賞
2016.11  TechCrunch Tokyo 2016「スタートアップバトル」優勝(114社中)
2017.3 東京都から有限責任監査法人トーマツが委託を受けて運営する

「ASAC Batch3 Demo Day」優勝
2017.9 第11回キッズデザイン賞にて経済産業大臣賞を受賞
2017.11  第6回健康寿命をのばそう！アワードにて厚生労働大臣賞を受賞

問い合わせ先 contact@syounika.jp
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07.
産婦人科による働く女性の健康やライフイベントに伴う
悩みや不安に関するオンライン相談事業
（代表団体：医療法人葵鐘会）
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産婦人科による働く女性の健康やライフイベントに伴う
悩みや不安に関するオンライン相談事業

中間報告
90
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事業概要

・働く女性のライフイベントに起因する望まない離職の防止

・働く女性のウェルビーイングの実現

・企業の人材の多様性を高め、中長期的な企業価値向上

働く女性に対して、妊娠・出産等のライフイベントと仕事の両立など、ウェルビー
イングの実現を支援することで、企業における人材の多様性を高め、中長期的
な企業価値向上につなげる。
働く女性支援のニーズは今後さらに高まると予測する。本実証事業を通して、本
サービスの有益性、事業としての実現可能性を確認し、中部エリアでの事業拡
大、中部エリアから各地域へ横展開していく契機とする。

目的

内容
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実施内容

実施期間

相談件数

対応時間

2021年8月1日（月）～10月25日（月）

月曜日から土曜日（9時～18時迄） 相談1時間前まで予約受付
1回30分の相談。終了後にアンケート協力

相談者年齢層

年齢層 人数

20代 6名（25％）

30代 10名（42％）

40代 6名（25％）

50代 2名（ 8％）

月 人数

8月 9名

9月 5名

10月 10名

計 24名
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相談内容

N=24(人)

実施期間8月1日～10月25日

カテゴリ

・生理痛・生理不順
・妊活
・妊娠中の生活
・更年期
・その他
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相談内容

 生理前のイライラ・落ち込み・頭痛、生理痛（腹痛）がひ
どい

 生理前〜生理中の体調不良やメンタルダメージについ
て適切な対処法

 他人と比較して出血量の多さが分からない

 おりものが比較的に多い

 生理の間隔が開いてきた。更年期かどうか

 不規則な勤務体系により、生理痛はひどくなることはあ
るのか

生理痛
生理不順

項目 相談内容
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相談内容

 不妊治療時のメンタルの保ち方

 現在の通院病院からの転院について

 クリニックの選び方

 人工授精から体外受精への移行タイミング

 肥満度と妊娠率の関係について

 ストレスがどう妊娠率に影響するのか

 妊活をする上で生活習慣で気を付けること

 基礎体温の乱れや不正出血について

妊活

項目 相談内容
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相談内容

 更年期の症状全般

 疲れやすく、関節の痛みや気持ちの落ち込み更年期

項目 相談内容

 めまい、だるさについて

 服用している薬について

 睡眠の質低下による体調不良

 子宮内膜症について

その他
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サービス満足度

97

相談への高い
満足度

90％以上の利用者がオンライン相談に対して満足

しており、不安や悩みが解決したと回答。健康に

対しての新たな気づきや、長く働く上でどう良い

影響があると考えるのかなど、最終報告に向けて

利用者へ追加でアンケート調査を行っていく。
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体制の強化

・相談内容は、相談者別にカルテとして電子記録で管理

・定例ミーティングにて、相談内容に対する回答について

改善点を協議

・相談のない時間帯は、想定問答を作成

・医師によるスタッフのためのオンライン勉強会を実施

・相談件数アップの施策として動画コンテンツ作成
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課題と今後に向けて

•約80％の職員が出向中のため、周知できていない

•相談に踏み出す手前の方へのアプローチとして、
動画コンテンツ配信やオンラインセミナーを検討する

•体調不良や違和感に対しての不安解消手段として
価値を感じてもらえているかの調査実施。

•相談件数を追うだけでなく、サービス本来の趣旨を
どう伝えていくかが重要と考える。

•産婦人科受診が心理的に敷居が高いという声を、
オンラインという気軽さと利便性によって解決するか

•上記同様調査を行っていく。

• メディア戦略
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企業への提案を開始

テスト導入 5社

9月より企業へのオンライン相談サービス提案を開始

・本サービス導入の提案

・他社サービスへの付加サービスとしての機能提供

・フェムテック分野でのサービス・プロダクト共同開発模索

サービス導入 2社

※シャープ様にもご協力いただく予定

開発協議中 2社

※10月よりサービス提供開始
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【本件に関するお問合せ先】

医療法人葵鐘会 経営戦略部

E-mail : prd@kishokai.jp
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08.
法人向けオンライン女性健康相談サービス「フェムラインかごしま」実証事業
（代表団体：社会医療法人博愛会 相良病院）
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法人向オンライン女性健康相談サービス

中間報告
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当初の事業計画

医師が相談対応を行う

匿名利用で気軽に相談できる体制

女性従業員だけでなく、経営者・管理責任者・

同僚男性にも課題喚起や情報提供を行う

医師による法人向けオンライン健康相談サービス

乳腺外科

乳房の症状

女性泌尿器科

排尿・骨盤臓器脱
などの悩み

産科・婦人科

女性特有の悩み
不妊の悩み

美容外科
美容皮膚科

肌のトラブル
美容の悩み
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事業計画に基づき実施したこと

WEBプラットフォームの構築／コンテンツ、インターフェース、ロゴ作成、システム構築１

企業への協力依頼／5社 従業員数6,300人（うち女性従業員数3,800人）２

アンケート設計／事前意識調査（オンライン・オフライン併用） 管理職向け・女性従業員向け３

印刷物制作／案内パンフ（A5・三つ折り、女性従業員向け）、管理職・女性従業員向けアンケート４

医師向けガイドライン制作／遠隔健康医療相談及び操作マニュアル作成、医師へのレクチャー実施５

サービス開始／協力企業へ案内・訪問・各種印刷物引渡し。ローンチ10月11日。プレスリリース。
URL https://femline.jp/public/

６
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事業を実施して分かってきたことや課題

事前アンケート 回収状況 管理職者：168名 女性従業員：743名（10月25日現在・オンラインのみ）１

〇共通
・「フェムテック」の認知はほぼ無し
・ライフステージごとの健康課題への理解を深める社内研修の必要性（男女）
〇管理職
・男性管理職の女性従業員への関わり方や必要なサポートの仕方がわからない
〇女性従業員
・女性特有の健康の悩みには個人差があり、女性同士でも理解を得られない
・深刻な悩みを抱えている女性従業員がいる
・若年女性従業員の健康リテラシー向上の必要性
・加齢や更年期に対する心理的な悩み、不安への対応の必要性（今回のサービスで対応不可）

相談者／婦人科5名、美容皮膚科3名、女性泌尿器科２名（10月25日現在）２

・遠隔健康医療相談サービスの範囲を利用者に十分に伝えにくい
・遠隔健康医療相談の範囲や役割の正しい理解を得られなければ、サービスの信頼確保、品質の担保ができない
・女性自身の健康リテラシーや健康管理能力の向上の必要性

※事前アンケート最終締め切り 11月中旬

フェムテックサービスの需要と運営体制、その他３

・一定の需要があり、法人のサービス導入の可能性もある。課題は収益化、品質担保、遠隔健康医療相談サービスの
範囲策定（行政ガイドライン）
・上記に伴う相談対応者（医師あるいは医療専門職）の拡充、連携、研修のあり方
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今後実施すること

事前アンケートの集計・分析、協力企業や医師へのフィードバック、ヒアリング

１

利用者アンケートの集計・分析、協力企業や医師へのフィードバック、ヒアリング

２

協力企業拡大（サービス利用者の拡大）の検討

３

５

サービスの事業収益化方法の協議６

WEBシステム、フローの問題確認、運営体制の強化

４ 医療情報の編集、医師への監修依頼

107



09.
生理用品の計量管理による生理周期の把握とデータを活用した健康課題の解決
（代表団体：シャープ株式会社）
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シ ャ ー プ 株 式 会 社

経 産 省 フ ェ ム テ ッ ク 実 証 事 業 中 間 報 告

生理用品の計量管理による

生理周期の把握とデータを活用した健康課題の解決
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実 証 事 業 の 概 要

実 証 事 業 計 画

事 業 目 的

① プ ロ ダ ク ト 利 用 の 効 果 測 定

・ 在 庫 管 理 や 生 理 周 期 の 記 録 に 関 す る 負 担 や 不 安 の 軽 減

・ 生 理 や 用 品 に 関 す る 意 識 の 変 化

② サ ー ビ ス の 価 値 向 上 検 討

2 ～ 3 ヶ 月 試 用

事 前

W E B ア ン ケ ー ト

あ

試 作 機 を ご 自 宅 に

届 い た ら 設 置

アプリをインストール

W E B ア ン ケ ー ト

事 後 ア ン ケ ー ト

イ ン タ ビ ュ ー

参 加 同 意 書 に

ご 署 名
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ス ケ ジ ュ ー ル

中 間 報 告

当初の計画より

1ヶ月後ろ倒し
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8 月 ～ 1 0 月 実 施 し た こ と

中 間 報 告

モ ノ づ く り

本 体 ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ

ア プ リ ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ

実 験 運 営

運 営 に 必 要 な 契 約 検 討

被 験 者 募 集

サ ー ビ ス 検 討

関 係 事 業 者 様 ヒ ア リ ン グ
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も の づ く り の ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ

中 間 報 告

ア プ リ プ ロ ト タ イ プ I o T 収 納 ケ ー ス 試 作 機
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社 内 女 性 従 業 員 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 元 に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ

中 間 報 告

収 納 ケ ー ス の 清 潔 感 を 向 上 さ せ た 素 材 に 変 更

収 納 ボ ッ ク ス を 取 り 外 し 、 手 元 で 生 理 用 品 を 収 納 す る
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実 証 事 業 運 営 の 準 備 が 完 了

中 間 報 告

実 験 の 流 れ の 詳 細 設 計

被 験 者 募 集

参 加 同 意 書 の 法 務 審 査

運 営 委 託 会 社 契 約

配 布 資 料 ・ 梱 包 の 設 計
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実 証 事 業 運 営 の 進 捗 状 況

中 間 報 告

2 ～ 3 ヶ 月 試 用

あ

W E B ア ン ケ ー ト

進 行 中

募 集

（ 5 1 名 ）

事 前

ア ン ケ ー ト

本 体 の 発 送

設 置

事 後 ア ン ケ ー ト

イ ン タ ビ ュ ー

進 行 中
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気 付 き

中 間 報 告

アンケート
から

募 集 状 況
か ら

他 事 業 者 様
ヒ ア リ ン グ

か ら

生 理 の 状 況 と 生 理 用 品 の

使 い 方 は 想 像 よ り 人 そ れ ぞ れ

在 庫 管 理 と 自 動 周 期 記 録 へ の

ポ ジ テ ィ ブ な フ ィ ー ド バ ッ ク

年 代 別 の 反 響 の 違 い

男 性 を 通 し た 案 内 の 難 し さ

情 報 と 知 見 の 共 有 の 重 要 性

連 携 の 重 要 性
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・ 負 担 や 不 安 軽 減 の 効 果 測 定

・ 意 識 と 行 動 の 変 化

女 性 被 験 者 の 心 理 や

感 情 、 意 見 を 深 く 聞 き 出 す

・ 生 理 用 品 利 用 実 態 の 分 析

・ ア ル ゴ リ ズ ム の 検 証

効 果 測 定 の 実 施

今 後 の 計 画
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効 果 測 定 ア ン ケ ー ト

今 後 の 計 画

事 前 ア ン ケ ー ト 事 後 ア ン ケ ー ト

生 理 用 品 の 利 用 実 態

周 期 記 録 の 習 慣 と ニ ー ズ

生 理 用 品 に ま つ わ る ス ト レ ス

生 理 ・ ヘ ル ス ケ ア へ の リ テ ラ シ ー

試 作 機 本 体 に つ い て の 評 価

ア プ リ 機 能 に つ い て の 評 価

生 理 用 品 の 収 納 と 在 庫 管 理 に つ い て

の 意 識 と 行 動 の 変 化

生 理 ・ ヘ ル ス ケ へ の ア リ テ ラ シ ー

本 サ ー ビ ス の 利 用 意 欲 本 サ ー ビ ス の 利 用 意 欲

比 較

比 較
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10.
働く更年期女性がキャリアをあきらめないためのヘルスリテラシー向上・相談窓口事業
（代表団体：株式会社 ジョコネ。）
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働く更年期女性が
キャリアをあきらめないための

ヘルスリテラシー向上・
相談窓口事業

代表団体 株式会社ジョコネ。
北 奈央子
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Mission

女性がヘルスリテラシー高く

生きられる社会の実現を目指す
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オンライン骨盤底筋トレーニング
底トレ®
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126
2014年12月、ホルモンケア推進プロジェクト調べ。35～59歳の500人の女性対象

半数の女性が更年期症状で
昇進を辞退したことがある

50.0%

17.3%

32.7%

辞退したことがある 辞退しようと考えたことがある

辞退しようと考えたことはない
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実施内容概要

目的：以下の事業を通して、働く女性自身と職場
の周囲のヘルスリテラシーの向上、そして仕事のパ
フォーマンスやモチベーションの向上度合を検証する

セミナー
カウンセ
リング

解決策の
実施
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女性の健康と更年期に関するセミナーによる
ヘルスリテラシーの向上

• 更年期女性とその周囲が知っておくべき内容に関するセミナー

• 2回程度を予定

• 内容（案）
– 女性ホルモンと更年期の概要と起こりうる症状

– 更年期かもと思った際に利用できる対応方法

– 職場でのコミュニケーション
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女性に寄り添うカウンセラーを中心とした
更年期女性のための相談窓口

助産師 メノポーズカウンセラー
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解決策案

3か月ほど実施

• 運動指導（パーソナル、グループ）

• 東洋医学的セルフケア指導（漢方含む）

• カウンセリング（パーソナル、グループ）
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実施概要：セミナー①

• タイトル：「わかる, カラダ, かわる。 働く女性の持続可
能なボディメイク」

• 実施日時：9月17日（金）19時～20時30分

• 形式：オンライン＋1か月間のアーカイブ配信

• 案内方法：国内大手企業の全社員へのメールに流す仕組
みを使い、10万人以上に告知

• 申込者数：520名程度（リアルタイム参加300名超）

• カウンセリング希望者数：60名超→実際の予約40名+
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実施概要：セミナー②

• タイトル：「働く女性の健康デザイン」

• 実施日時：10月12日（火）19時～20時30分

• 形式：オンライン＋1か月間のアーカイブ配信

• 案内方法：国内大手企業の全社員へのメールに流す仕組
みを使い、10万人以上に告知

• 申込者数：200名程度（リアルタイム参加120名超）

• カウンセリング希望者数：20名→実際の予約10名+
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実施概要：カウンセリング

• オンラインで45分間1対1のカウンセリング

• カウンセラー3名（うち2名はセミナー登壇者）

• 予定数50名に対し、現時点で55名の予約

• 進捗率6割時点で予約後キャンセルはゼロ

• 9割がた改善策を選択、人気のあるものは定員に達した

• オンライン接続にとまどう人が2割ほど・・・
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セミナーからの学び

• 準備が前もって必要であったが、全社員に告知されるメール
プラットフォームの活用が大きかった（社内で活動実績をも
ち、ノウハウがあった）

• 告知に「更年期」という言葉は避けたのが功を奏した？
• セミナー内容としては、具体的な方法や事例への関心が高

かった。
• セミナーに登壇したカウンセラーへの予約が多かった（作戦

成功）
• セミナー参加（カウンセリング非該当者も含む）から実際に

アクションをする人は1-2割程度
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どうぞよろしくお願いします

お問い合わせなど: 
株式会社ジョコネ。 北 奈央子

<kita@joconne.com>
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11.
生命をつなぐ 世代をつなぐ 医療をつなぐ診療支援システム開発
（代表団体：株式会社シンフォニア）
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生命をつなぐ・世代をつなぐ
医療をつなぐ診療支援システム

～ 女性が輝きつづける社会のために ～

株式会社シンフォニア

CONFIDENTIAL
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～女性が輝きつづける社会のために私たちができること～

● 産婦人科の医療を通して、妊娠・出産に直面する妊産婦様へ
出産への希望や幸福感を追求できる支援を行います。

● 不妊治療に臨む方へ、より深い理解と治療に前向きに臨める
支援を行います。

● 核家族化する社会の中で、出産・育児に悩むお母さんへの早期
支援に着手できる仕組みを作ります。

CONFIDENTIAL
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CONFIDENTIAL産婦人科向け診療支援システム「Eveforma」（イブフォーマ）

赤ちゃんの成長を
グラフ化

お母さんの体重を
グラフ化

健診ごとにカードにして
成長アルバムを作成

成長を見守ることで妊娠・出産に前向きになり、より充実した幸福感を感じることができます

女性が見ることに着目
色味・デザインにも
こだわりました
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CONFIDENTIAL

妊婦健診時の、赤ちゃんの成長やお母さんの身体の変化を可視化、妊娠時における
不安感を解消し赤ちゃんの成長を見守ることで、より充実した幸福感を感じることがで
きる仕様となっています。日本国内150院以上の産婦人科クリニックへ導入しています。

女性が輝きつづける社会のために

① 電子カルテとの連携機能追加

② 不妊治療に関する症例の追加

③ EPDS（エジンバラ産後うつ病質問票）テスト機能搭載

システムの改良を行います

産婦人科向け診療支援システム「Eveforma」（イブフォーマ）
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CONFIDENTIAL

① 電子カルテとの連携機能追加

電子カルテとの連携機能を搭載することで、カルテ内の診療情報の可視化が可能に、
また、診療説明の時間短縮により、妊産婦や患者様の時間的制約を軽減するとともに、
医療従事者の負担も軽減可能となります。

●電子カルテ連携機能搭載分

・株式会社ミトラ様
・株式会社ニューウェーブ様
・株式会社マックスシステム様

上記３社の電子カルテとの連携機能は搭載済
今後、クライアントのご希望により追加予定

機能追加
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CONFIDENTIAL機能追加

不妊治療に特化した症例の追加を行いました

② 不妊治療に関する症例の追加

妊娠を望む女性の３人に１人が不妊治療をうけているとされています。
解明されていない点も多く、精神的苦痛や経済的負担も伴うため治療からの離脱や
治療にかかる時間的負担のための離職も多く見られます。
原因や治療方法をイラストや動画で可視化することで、より理解を深め前向きに治療に
取り組むための支援を行います。
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CGやイラストを使い
わかりやすく可視化しています

CONFIDENTIAL機能追加_不妊症例一例
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治療方法を体系的に図示することで
治療方法や治療経過の理解につながります

CONFIDENTIAL機能追加_不妊症例一例
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CONFIDENTIAL機能追加

健診時に使用する画面上にEPDSのSTARTボタンを挿入
気になる症状を発見した際は、すぐにEPDSの検査指示が出せます

③ EPDS(エジンバラうつ病質問票）テスト機能追加

EPDSは産後うつ病のスクリーニング票として英国で開発されました。
出産前後は、ホルモンバランスの乱れや生活の変化に対する不安感や疲労感から、
情緒不安定に陥ることも少なくありません。
このような症状の早期発見につなげるため、健診時に実施できるように搭載します。
点数も自動計算される設計とし、医療従事者の負担も軽減されます。
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CONFIDENTIAL機能追加_EPDS画面一例

EPDSの検査指示は自動的に
タブレット端末に送られます

10問の設問の回答の入力が終わると
回答データが自動的に

Eveformaに戻ってきます
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CONFIDENTIAL機能追加_EPDS画面一例

妊産婦さまからお預かりした
回答データは全て蓄積されます

個別の検索もできるので
経過観察や実施日の管理等が

可能です

名前検索ができます

検査指示後の未実施分の管理ができます
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▽EPDSについて

・産後、乳児を抱えての医療機関受診までのサポート体制

・弊社クライアント協力院へのアップデート

・導入院への検証作業

CONFIDENTIAL課題と展望

●Eveforma改良を通して見えてきた課題

●今後本事業において実施すること

・EPDSのテスト実施後の症状に応じた、適切な医療機関への紹介
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CONFIDENTIAL展望

① 産婦人科に特化して構築してきた診療支援システムの他診療科へも展開します。

② 他診療科医への拡大と並行して、スマートフォンのアプリと連携させることで
診療情報の閲覧を院外でも可能なものとします。
家族間でも共有可能なものとなり、治療内容への理解やモチベーションアップに
つなげます。

③ クラウドシステムなどを利用して、地域内のクリニック等での情報の共有化ができる
システムを構築することにより、正確な診療情報の取得、診療や検査にかかる時間の
短縮を図ります。患者様だけでなく、医療従事者の方の負担も軽減します。

医療とITをつなぐことで
社会全体のウェルビーイングに寄与します

●本事業終了後の展開計画
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株式会社シンフォニア

CONFIDENTIAL
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12.
妊活・不妊治療と仕事の両立を支援する妊活サポート事業
（代表団体：株式会社 ステルラ）
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13.
妊活・不妊治療と仕事の両立を支援する妊活サポート事業
（代表団体：株式会社 TRULY）
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14.
女性のライフプランとキャリアの両立支援事業
（代表団体：株式会社ninpath）
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女性の
ライフプランとキャリアの
両立支援事業
株式会社ninpath

Strictly Confidential©ninpath.com

採択事業名

中間報告
169
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必要なこと

CONFIDENTIAL

Strictly Confidential©ninpath.com

事業背景

現在の日本
• 不妊治療は「最後の手段」

• 心身および経済的負担が大きく、高齢になるほど妊娠確率は低下

現時点の子供を望むか否かに関わらず、ライフプランニングが必要

• 妊孕性等を把握

• ライフプランを検討

• 将来を見据えた行動

求められること

• 不妊治療と仕事の両立

• 離職や雇用形態の変更を伴わない就労環境の整備

• 従業員に対するキャリア両立に関する啓蒙活動
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CONFIDENTIAL

Strictly Confidential©ninpath.com

事業概要

利用可能な社内制度

• リモートワーク環境

• 休暇体制

• フレックス制度、時短勤務 など

不妊の知識

• 社会背景

• 企業と個人の課題 など

社内整備コンサルティング

従業員ケアについて
社内整備の機会を提供

女性のライフイベント・
キャリア自分自身・家族

妻・彼女・パートナー
従業員・同僚…

• ホルモン検査
• 通院
• 資産形成 など

1

担当者研修

女性のライフイベント・キャリアへの
理解、その行動機会の提供

2

女性のライフイベント・キャリアへの理解の共有

女性のライフプランニングを促す機会の提供・支援

for 中小企業 for 従業員
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CONFIDENTIAL

Strictly Confidential©ninpath.com

事業計画

ST
EP

・中小企業へアプローチ

・実施計画策定支援

・助成金サポート

・計画に基づいた制度設計

・制度導入

・セミナー実施

・（AMH検査）

・アンケートによる検証

1

ST
EP

2

S
T
E
P

3
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CONFIDENTIAL

Strictly Confidential©ninpath.com

事業進捗

働き方改革推進支援助成金（労働時間

短縮・年休促進支援コース）の

本年度早期終了につき、手続きをス

キップ

現在３社について支援開始

−IT企業（120名規模）

−薬局（30名規模）

−広告・PR支援（20名規模）

STEP２終了後、実施

ST
EP

・中小企業へアプローチ

・実施計画策定支援

・助成金サポート

・計画に基づいた制度設計

・制度導入

・セミナー実施

・（AMH検査）

・アンケートによる検証

1

ST
EP

2

S
T
E
P

3
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CONFIDENTIAL

Strictly Confidential©ninpath.com

示唆と課題

助成金について

中小企業における不妊治療支援

・助成金をきっかけに両立支援を前向きに検討する企業が多い

・認知度が低い（特に不妊治療休暇等でも活用可能という点）

・申請受理の評価観点がまだ統一されていない印象

・経営者の考え方によって大きく左右される

・自身や従業員に当事者や経験者がいると必要性を強く感じている

・「子どもを望まない」ことを選択した従業員への配慮

・業態や規模によって制度導入のハードルが様々(不妊治療以前の課題も)
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CONFIDENTIAL

Strictly Confidential©ninpath.com

今後の検証

女性のライフイベントに関する理解が深まり、行動変容を促すことができたか検証

測定方法・順序

セミナー実施 知識の理解度を調査 行動変容の確認

女性のライフイベント・
キャリア

セミナー内検証スタート セミナー実施後

アンケートを実施 アンケートを実施

理解が深まったか？

・自信による検査診察
・クリニック受診
・ライフプラン相談

などの有無・予定

アンケート内容 アンケート内容

女性のライフイベント・
キャリア など
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子どもを望む、ひとりひとりの道しるべ

株式会社 ninpath

代表取締役 神田 大輔

東京都港区新橋 1-12-9 7F

2020年3月

2019 年より ninpath を開発

2020 年 3 月 株式会社 ninpath 創業、Web アプリ版を提供開始

2020 年 12 月 Android 版、iOS 版を提供開始

『不妊治療可視化アプリ』- 不妊治療の治療記録・管理・比較

『キャリア両立支援』 - 不妊治療と両立を支援する人材紹介サービス

〇会社名

〇代表者

〇住所

〇設立

〇沿革

〇サービス

CONFIDENTIAL会社概要：株式会社ninpath

【お問い合わせ窓口】ninpath運営事務局 info@ninpath.co.jp
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177CONFIDENTIAL参考資料・スキーム図

スキーム図

不妊当事者に係る支援制度の導入支援
& 両立支援制度に係る助成金獲得の支援

・ 労務担当者に向けたワークショップ
・ 支援制度導入に向けたコンサルティング
・ 就業規則・労使協定等の作成・変更

不妊当事者に対する具体的な支援

・相談窓口

社内における
理解浸透を支援

不妊症検査
の実施

社員に向けた
ワークショップ

社内に居ながら
一部の不妊症検査

が可能

ケアプロより看護師を派遣 不妊症検査の支援(※) 検体の分析 検査結果を個人に配信

不妊治療と仕事の両立を支援する助成金

・両立支援助成金（不妊治療両立支援コース）
・働き方改革推進支援助成金（労働時間短縮・年
休促進支援コース）
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CONFIDENTIAL

不妊治療退職による経済損失は 1,345 億円社会背景

不妊治療と仕事の両立支援

は重要な課題

安定的な労働者雇用のために

職場環境つぐりが求められている

国が助成金を設け

企業を支援

不妊当事者のうち 6人に1人が退職(女性は4人に1人) 
近年、晩婚化等を背景に不妊治療を受ける夫婦は約 5.5 組に1組。 不妊治
療経験者のうち 6 人に 1 人(女性は 4 人に 1 人)が仕事と両立できずに 退
職に至っており、不妊治療と仕事の両立支援は重要な課題。
不妊治療のために仕事を辞める「不妊退職」による 国内の経済損失額が
1345 億 3363 万円と試算。 (NPO法人Fine) 

企業にとっては不妊治療と両立できる環境づくりが急務
不妊治療中の従業員が働きやすいよう支援制度を設け、また不妊当事者
に対し て職場の理解を深める必要あり。
すでに大企業では離職理由として問題視しており環境整備に取り組んで
いる。

不妊治療のために利用可能な休暇制度・両立支援制度について 環
境整備に取り組み、休暇制度・両立支援制度を利用させた 中小企
業事業主に 28.5 万円<最大 36 万円>を助成。

① 不妊治療のための休暇制度(特定目的・多目的とも可) 

② 所定外労働制限制度 ③ 時差出勤制度
④ 短時間勤務制度 ⑤ フレックスタイム制 ⑥ テレワーク

不妊治療と仕事の両立を支援する助成金「両立支援等助成金」
https://www.mhlw.go.jp/content/11909000/000764627.pdf 

対

象

参考資料・社会背景（助成金）
178
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不妊治療が一般化している現在

初婚の晩婚化

夫婦の初婚年齢は夫:31.2 歳・妻:29.6歳

2019 年の婚姻件数は 598,965 組(7 年ぶり増も令和婚に起因) 

初婚の妻の年齢ピークは 20 年間 25 歳と変わらないが、

20 歳代前半の割合が減り、 初婚年齢も遅くなっている。※総務省「2019 年の人口動態統計月報年計(概数)」

出産年齢

の高齢化

第 1 子出生時の母の平均年齢は 30.7 歳(5 年連続) 

出生数を母の年齢(5 歳階級)別にみても、すべての年齢階級において前年より減少。

母の年齢が 40 歳以上の出生数は 5 万 840 人で、このうち第 1 子は 1 万 8,378 人。

40 歳以上の出生に占める第 1 子の割合は 36.1%。※厚生労働省「2019 年の人口動態統計」

出産率の低下

2019 年の出生率 1.36 

出生数も右肩下がりで過去最少の 86 万 5234 人。特に 25 ～39 歳の落ち込みが大きい。

団塊ジュニア世代が 40 代後半に入り、出産期の人口自体も減っている。

※厚生労働省「2019 年の人口動態統計」

不妊治療

の現在

夫婦 18.2%5.5組に1組が治療を行い 16人に１人が体外受精児

個人差はあるものの、一般的には 30 歳を過ぎると自然妊娠する力は下がり始めると言わ れるが、

晩婚化の影響もあり、5.5 組に1組の夫婦が不妊治療を行っている。

2017 年に誕生した 5 万 6 千人の子どものうち、16人に1人が体外受精児とされる。

※2015 年「国立社会保障・人口問題研究所の調査」※日本産科婦人科学会

CONFIDENTIAL参考資料・社会背景（日本の妊娠・出産に係る現状）

社会背景
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不妊当事者がおかれている状況

一人ひとりの身体に合わせた

治療が必要

時間と年齢が制限

医療機関を選ぶ基準がなく
暗中模索の中で

選択を迫られる

第三者機関がチェックした
医療機関の治療成績等の

公正な情報公開はない

(不要な治療のおそれ)

+

身体的負担 精神的負担 経済的負担 時間的負担

• 1ヶ月に 3～6 回の受診

• 痛みを伴う検査

• 体外受精は連日の採血+ 排
卵手術等が必要

• 周期中、多い場合は毎日の
自己注射

• 薬剤等の副作用

• 必ず妊娠できるわけではない

• ホルモンの影響や不安

• 自己否定感と多大なストレス

• 抑うつ状態になる可能性

• 周囲の無理解やプレッシャー

• 治療費総額 100 万～200 万
円が24%

• 体外受精、顕微授精は1回
で約50万円

• 経済的理由で躊躇・延期・
断念が54%

• 女性の 4 人に 1 人が「不妊
退職」

• 不妊退職による経済的損失
は 約1345億円

• 検査・通院時間の確保が必
要

• 突発的な通院などでスケ
ジュールが読めない

• 妊活期間が長くなる傾向

• 掛けた時間と比例する結果
が生じるわけではない

＜高額な治療費＞
平均費用 134.2万円

＜長期的な治療＞
平均通院期間29.2ヶ月

CONFIDENTIAL参考資料・社会背景（不妊当事者がおかれている状況）

社会背景
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15.
個人・企業のヘルスリテラシー向上と日本の８割の雇用を支える
ローカル経済圏でのフェムテック普及展開の仕組みの構築に向けた実証事業
（代表団体：株式会社 陽と人）
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PwC

個人・企業のヘルスリテラシー向上と日本の８割の雇用を支えるローカル経済圏での
フェムテック普及展開の仕組みの構築に向けた実証事業

株式会社陽と人（ひとびと） 福島県国見町

デリケートゾーンケアブランド『明日 わたしは柿の木にのぼる』
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PwC

柿にまつわる古来の知恵に着目した、デリケートゾーンのケアブランド

「明日 わたしは柿の木にのぼる」は、柿にまつわる古来の知恵に着目したデリ
ケートゾーンケアブランドです。福島県国見町のあんぽ柿製造工程で廃棄されて
しまっていた柿の皮から抽出した成分を活用することで、地域の持続的な発展も
目指しています。

寝不足、不規則な食生活、疲労、免疫力の低下など、私たちの生活の乱れによっ
て、デリケートゾーンの菌のバランスが崩れ、それがおりものの異常やかゆみな
ど、デリケートゾーンに症状としてあらわれます。
そのため、デリケートゾーンは「自分の心とカラダを知るバロメーター」になり
ます。
1日10秒でもデリケートゾーンケアを通して、全ての女性がご自身をいたわる
きっかけになりますように。

１ 私たちのフェムテック製品「明日 わたしは柿の木にのぼる」について

183



PwC

２ わたしたちがこの事業を通じてつくりたい社会

⚫ 「ヘルスリテラシー」「フェムテック」。昨今よく耳にする言葉です。本当はこれらは、私たちが健康な
毎日を過ごすために誰しも必要不可欠な概念ですが、体調を崩してから問題意識を持って知る、地方では
タブー視されていてそもそも言葉も認知されていないなど、どうしても日常の中で自分ごとにできないた
め、情報へのアクセスができなかったり、正しい知識を知る機会に出会えなかったりしている現状があり
ます。そう、「一部の関心のある方」しか知らないし、アクセスしようと思えないのです。

⚫ 私たちは、この状況を改善したいです。都会も地方も大企業も中小企業も、日本の全ての人たちが女性の
身体に関する正しい知識を持った上で、自分で選択できる、パートナーと話せる、身体を害さないで仕事
ができる、そんな社会をつくりたい。

⚫ そして、デリケートゾーンケアブランド（『明日 わたしは柿の木にのぼる』）という導入ハードルが高
くない「日常のケア」製品を持っているからこそ届けやすい情報もあると思います。また、福島という地
方に根付いた企業だからこそ地方で連携して取り組むことができる環境があると思います。

⚫ だから、私たちがこれらに取り組むべきだと考えています。

東京と地方の情報・製品・サービス
アクセス格差改善

ヘルスリテラシーにアクセスすべき女性が
知らない現状の改善

Concept: 未来のわたしに今のわたしができること

※コンテンツには「ヘルスリテラシー」や「フェムテック」という言葉は使用しない。
マジメ一本ではなく、遊びを入れた「楽しい」「面白い」「ワクワク」を入れ込む。
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３ 取り組み概要と実施してきたこと

⚫フェムテックに関心がなくても日常生
活で知ってもらえるよう、日常品店舗
や生活関連施設との連携した取組の実
施。エステ、マッサージなど、未病者
が利用する施設との連携した取組の実
施。など

⚫上記のような施設でお客様にヘルスリ
テラシー向上に資する情報をお伝えで
きるよう、店舗人材育成プログラムの
制作。

⚫「明日 わたしは柿の木にのぼる」で
培った知見やデータも活かして、女性
の身体と心にまつわる科学的根拠に基
づいた基礎情報を小冊子（無料配布）
として作成。

⚫企業への福利厚生として製品の導入。

知る・興味を持つ

⚫「明日 わたしは柿の木にのぼる」で
培った知見・データや企業とのネッ
トワークを活かして、働く女性のヘ
ルスリテラシーに関する講座・研修
プログラムを制作。「講座・研修」
は「つまらない」「面倒くさい」と
いう印象が強いため、思わず笑って
しまったり「よし、やってみよう」
と思えるようなワクワクする新たな
仕掛けを実施予定。

⚫キャリアコンサルタントの方々と普
及にあたっての連携を構築。

学ぶ・行動する

⚫単に単発のイベントやムーブメント
のみではなく、長期的に地方で女性
活躍を推進するためのフェムテック
活用を「仕組み」としてどう構築し
ていくことができるか、が大切。こ
れが移住促進にも資する。

⚫そのため、福島県をはじめとした地
方での「仕組み」づくりとしてでき
ることを、金融機関、メディア、自
治体、地元企業の皆様と意見交換を
実施する。

⚫短期的には、意見交換と各種イベン
ト等での連携を検討中。

地方での仕組みづくり

【例】
身体を知る
• 女性ホルモンなど女性特有の特徴を学

ぶ
• 女性特有のライフイベントを学ぶ
仕事への影響を把握する
• 日々の仕事への影響を把握する
• 長期的なキャリア形成への影響を把握

する
自分に合った方法を取り入れる

・ヘルスリテラシー向上を図る
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４ 事業を実施してわかってきたこと

想像以上に働く女性も男性も

生物学的女性の働く上での「ヘルスリテラシー」に関する知識を知らない。

生理の回数って増えてるの？！
月経カップってなに？！

更年期って誰でもくるの？！
男性上司の理解を得られない

生物学的女性の「キャリア」と「身体の仕組み」が教育上紐づいていない日本。
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５ ご連絡お待ちしております

①既存のフェムテックサービスとの連携

②小冊子の配布や各種イベントでの連携

③講座・研修プログラムの試行的導入

④地方での女性活躍・それを踏まえた移住促進施策の仕組み構築に
おける連携

まずは意見交換からでもご連絡お待ちしております。

info@hito-bito.jp

「明日 わたしは柿の木にのぼる」
instagram
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16.
自治体と連携した
1. 妊活・不妊治療の当事者向けサポート
2. 妊活・不妊治療を支える周囲のサポート啓蒙
（代表団体：株式会社ファミワン）
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17.
日常生活の中で簡便に自身の疲労度・ストレスレベルを可視化し、
リアルタイムで感覚刺激を通じた解決を行うアプリ「me-fullness」による、
働く女性の疲労・ストレス緩和ソリューションの実証事業
（代表団体：株式会社 ポーラ・オルビスホールディングス）
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令和３年度「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」

日常生活の中で簡便に自身の疲労度・ストレスレベルを可視化し
リアルタイムで感覚刺激を通じた解決を行うアプリ「me-fullness」による

働く女性の疲労・ストレス緩和ソリューションの実証事業

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス
ポーラ化成工業株式会社
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本実証事業_概要

©2021 ポーラ化成工業

解決したい課題： ストレス・疲労により自身の能力を十分に発揮できない

徳島市の働く女性を対象に、me-fullness の効果検証
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試験概要（実施内容）

【試験対象者】

ストレスや疲労を感じている20-50代の働く女性

【被験者数】

約60名

【試験デザイン】

介入試験（「me-fullness」を約1ヶ月間、使用したときの効果を検証）

【評価項目】

抗疲労学会ガイドラインで示されている疲労評価方法を参考に設定

【試験実施場所】

徳島県徳島市

【試験実施期間】

2021年11月中旬～12月下旬（予定）

※試験終了後、参加者へのヒアリング実施
218
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当初の事業計画と進捗

2021年 9月：試験計画策定
：試験に関する倫理委員会の開催・承認取得

10月：被験者募集・スクリーニング

11月：試験開始

12月：試験終了、以降データ解析・ヒアリング

2022年 2月：本実証試験の結果まとめ・報告

完了

被験者計59名確定
（約半数は市役所職員）
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これまでやってきたこと（補足）
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事業を実施してわかってきたこと

＜実施してわかってきたこと＞

徳島市、阿波女あきんど塾、本補助事業をきっかけに
繋がった方々とのディスカッションから様々な気づきを獲得

（一部例）
➣ ユーザーがログを見れる方が、アプリの継続利用につながる

➣ オフタイムモードは入眠シーン以外のシーンにも活用可能

➣ 「働く女性」だけでなく、「産前産後ママ」にとっても
有用なアプリになる可能性がある

アプリ改修で反映中。改修版アプリで実証試験を実施予定

事業会社様と連携により検証予定
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今後実施すること

2021年 11月中旬：試験開始

12月下旬：試験終了 → 以降データ解析・ヒアリング

2022年 2月：本実証試験の結果まとめ・報告

11月中旬

↓

試験前調査 試験後調査中間調査

試験期間：4週間 解析・ヒアリング・まとめ

結果報告会

12月下旬

↓
2月

↓
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公式HP → Youtube →

連携・活用・取材など、お気軽にご連絡下さい →
㈱ポーラ・オルビスホールディングス 錦織
s_nishikori@po-holdings.co.jp
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18.
女性社員が入社からリタイアまでいきいきと働ける環境を実現する
健康課題改善プラットフォーム事業
（代表団体：丸紅株式会社）
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19.
周産期遠隔医療プラットフォームを活用した仕事と
安全な妊娠・出産の両立にかかる実証事業
（代表団体：メロディ・インターナショナル株式会社）
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周産期遠隔医療プラットフォームを活用した

仕事と安全な妊娠・出産の両立にかかる実証事業

中間報告（2021年11月）

メロディ・インターナショナル株式会社

フェムテック等サポートサービス実証事業
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実証事業の対象、目的

対象者：余市町（北後志）の妊婦とパートナー
・ 通院負担／コストの軽減
・ 子育てとの両立負担の軽減
・ 家族やパートナーの理解度の向上
・ リスクへの不安の低減

サービス提供者：小樽協会病院
・ 出張負担の軽減
・ 切迫入院中の試験外泊サポート
・ 緊急搬送受入の円滑化
・ 地域連携体制、チーム医療の強化

サービス媒介者：余市町、消防組合
・ 各種手続きをスムーズに
・ 産科施設不足を解消
・ 地域の出産環境の整備
・ 救急救命率の向上、リスク低減

その他：企業や団体
・ 休暇取得、福利厚生の最適化
・ 妊婦が働く環境や職場理解の促進

コロナ
対策
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実証のポイント

日本発のIoT型胎児モニターによる遠隔妊婦健診サポート

自治体と地域医療機関との連携事業

余市町での出張妊婦健診

在宅での胎児モニタリング

消防組合でのトレーニング
「胎児の状態を知る」を

いつでも、どこでも可能にする

メロディ
北海道
余市町

小樽協会
病院
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①当初の事業計画
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実施内容

事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整
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チラシの作成
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実施内容

事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整
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余市町・小樽協会病院と調整
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実施内容

事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整

263



フェムテックデバイスの導入説明

264



実施内容

事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整
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日本遠隔医療学会学術大会にて発表
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実施内容

事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整
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サーベイ計画
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実施内容

事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整
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事業を実施して分かってきたことや課題

 妊婦さんはフェムテックデバイス（iCTG）はすぐに習得出来る
 スマホは慣れているので、使い方説明ビデオなどがあれば容易

 医療機器の自治体窓口での受け渡しは業務上困難
 医療機関の積極的協力が必要となる

 対象妊婦をどこまで拡げることが出来るか／絞り込むか
 不必要な妊婦まで拡げることで、医師によるカバーが困難になる

 2週間毎の「妊婦健診回数を減らせる」という誤解
 やはり、安全な医療を担保する必要がある
 より頻回の健診が必要な妊婦の来院回数を増やさない方法

 地域の消防組合のモチベーションは高い
 とりわけ新生児蘇生に関する資格取得と連携することで、iCTGを使った搬送中の胎児モニタリングに興味

を持ってもらえている

 北後志（しりべし）から小樽への救急搬送ルート
 余市消防署を通らないルートの場合は？
 余市消防署へ一端寄ることが可能かどうか？

 余市→小樽の30分間でも胎児モニターがあった方がより良い場合の絞り込み

 札幌まで搬送する場合小樽で医師がiCTGと一緒に乗り込む方法
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今後の予定

 在宅健診対象妊婦のリクルート

 在宅でのオンライン妊婦健診の実証

 余市協会病院での出張妊婦健診

 2回に1回を地元で受診できる仕組み

 消防署、助産師向けの講習

 座学と分娩ファントム、iCTGを用いた周産期救急講習会

 11月、12月、1月、2月に各月2回ずつ、北後志救急をはじめ小樽救急、おたるLC助産師を
対象に、当院または主要消防署でコースを開催

 サービスに関するサーベイ

 妊婦さんと、医療従事者へのヒアリングとアンケート

 余市町住民（妊婦と家族）へのアンケート調査（Web調査）

 余市モデルを他の地域へパッケージ化する為の検討

 報告書作成
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to be continued…
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20.
女性従業員と企業へのワンストップソリューション伴走支援による
女性の健康課題解決と就業継続促進に向けた健康相談並びにセミナー事業
（代表団体：株式会社SUSTAINABLEME）

273



企業と女性従業員向けヘルスケアワンストップソリューション

概要資料｜中間発表会用資料

SUSTAINABLEME Co.,Ltd.
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株式会社SUSTAINABLEME のご紹介

「どの年代の女性も心身ともに健やかに自己実現できる社会」そんな未来を目指いしています。

そのために、人とテクノロジーの「つながり」を意図したサービスを通して人々の健康意識を高める循環を生み出し、

人々を心身ともに健やかに、そして自己実現に近づけていきます。

会社概要

会社名 株式会社SUSTAINABLEME（サスティネーブルミー）

代表者 後藤 友美

設 立 2021年1月15日

所在地 京都市右京区西院久田町21-1-412

Philosophy

Purpose 健やかな心身を通して輝く人を増やす

Vision いくつになっても私を諦めない

Mission つながりで健康意識を高める循環を生み出す

主要サービス

rubans

妊娠出産育児オンラインサービス

みつかる・つながる・とどける

FeMind

女性向けヘルスケアサービス

女性自身がカラダの変化を楽しみながら

やりたいことや夢を諦めないココロとカラダ作り

FeMind+biz

企業と女性従業員向けヘルスケアソリューション

今回のご提案サービス
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課題と背景｜女性社員の離職と企業の経済損失

・女性社員の課題：①女性特有疾患や症状に対するヘルスリテラシーが低く対処方法を知らない

②女性特有の健康課題について職場内に相談する場所がないと感じている（7割以上*)

・管理職側の課題：①女性社員の健康課題が把握できず、女性社員に負荷をかけたり、不必要に仕事を軽減してしまう

②女性社員の健康課題を感じていても、自分から言い出しずらい

女性の離職に繋がる、月経関連対策や妊活・妊娠、出産子育てなど女性特有の健康課題支援の欠如

女性社員
管理職

共通課題：ヘルスリテラシーの低さ

・健康について相談する場所がないと感じている
・対処方法がわからず、仕事の効率も下がる悪循環

・不本意に負荷をかけたり、仕事を軽減したりしてしまう
・女性社員の不調を感じても、言い出しづらい

女性社員の離職と、企業の経済損失
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FeMind＋biz の ヴィジョンと目的｜ 企業の持続的成長

人口減少時代においても、女性が活躍し働き続けられる環境提供で、企業も社員も持続的な成長を目指す

女性社員
管理職

ヘルスリテラシーの向上

・健康課題の把握とそれに対する適切な対処
・仕事のパフォーマンス向上

・女性社員の健康課題に対する適切な支援
・女性の健康やライフサイクルに適したキャリアパス支援

・女性社員：健康課題を把握し、必要なセルフケアを知り、必要に応じて専門家にアクセスすることで、

就労に不安を感じることなく、働きがいを持って生き生きと働いていける

・管理職： 女性特有課題の現状を把握し、女性従業員の声を反映させた、職場環境の整備とキャリアパス支援を行う

企業と社員の持続的な成長
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FeMind＋biz のソリューション｜ 概要

*オンライン相談やアンケート内容は個人情報の秘匿性を担保し、実施いたします。

つながる きづく ととのえる

組織全体のリテラシー向上

企業内セミナー

女性従業員だけでなく、管理職や男性従業員にも、

婦人科系のヘルスリテラシーを高める機会を提供します。

働きやすい職場づくり

組織コンサルティング

オンライン相談の内容*やセミナーのフィードバック、

アンケートを通じ、組織改善のコンサルティングを行います。

女性社員の
心理的安全性の確保

女性社員の
働きがいの獲得

女性社員の
離職防止と幹部社員輩出

女性社員活躍のためのワンストップソリューション伴走支援

健康課題を改善につなげる

専門家オンライン相談

不安や健康課題を専門家に相談できる機会を提供します。

専門家より24時間以内にLINEチャットにて回答します。

278



FeMind＋biz のソリューション｜ 詳細

つながる ととのえるきづく

健康課題把握・分析

問診の実施及び分析を行います。

分析結果は「問診結果戻し」としてお戻しさせてい

ただきます。

専門家マッチング

問診結果を元に健康課題相談を行う専門家とのマッ

チングをご提案いたします。

オンライン相談

健康や妊娠出産、女性特有の健康課題にご不安を感

じられる時、LINEチャットでいつでもご相談いた

だけます。

教育セミナーの提供

女性のヘルスケア及びヘルスリテラシー向上に関す

るセミナーをご提供いたします。

実施内容􏰀組織課題やリテラシーレベ ルに合わせ、

ご提案させていただきます。

・女性従業員向け

・管理職向け

・男性社員向け

・経営陣向け（オプション）

健康コラムの配信

女性の健康課題や活躍推進に関する情報を定期的に

配信させていただきます

組織改善コンサルティング

オンライン相談の内容*やセミナーのフィードバッ

ク、アンケートを通じ、組織改善のコンサルティン

グを行います。

女性のキャリア向上支援

産後復帰、子育て世代の女性のためのキャリアパス

について、内容や制度をご提案します。

女性社員の心理的安全性の確保 女性社員の働きがいの獲得 女性社員の離職防止と幹部社員輩出

包括的ダイバーシティ支援 *オプション

男性育児休暇の取得推進、LGBTや外国人労働者の

環境整備を含めた包括的なダイバーシティ推進に資

するご提案も可能です。
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実証実験｜スケジュール概要

zっっっっ
x

つながる きづく ととのえるヒアリング ふりかえり

Step１ Step２× 2 Step３

～10月下旬
11月上旬～12月上旬

1月中旬～1月下旬

第1クール

第2クール

12 月中旬（２weeks)

振り返りと修正

２月上旬（２weeks）

• オンライン相談

• 各種セミナー
• 健康コラム配信

• 課題把握
（アンケート実施）
• 提供内容要件定義

２月中旬～下旬

• 職場環境改善提案
• 女性のキャリアパス提案

参加部署・参加人数の確定
社内アナウンス方法の確定
社内フローの確定

セミナー時のリマインド
コラムの社内メールへの配信
参加者へのアンケート配信

ス

ケ

ジ

ュ
ー
ル

企
業
様

担
当
事
項
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企業ヒアリングを実施して

• ２社実施

• 要点提議

2社ともに抱える課題に個別性があり汎用性のあるサービス設定が必要

である

• 健康課題

女性従業員のみならず男性従業員を含めた健康課題支援を求めている
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実証実験ご参画のお願い

経済産業省 令和3年度「フェムテック等サポートサービス実証事業」実証実験ご参画のご依頼

FeMind＋bizは、本経産省事業に採択され、今年度、開発していく新規事業です。

共に事業開発と実証に協力してくださるパートナー企業様を探しています。

経済産業省

PwCコンサルティング合同会社

株式会社

SUSTSINABLE ME

日本産前産後ケア

・子育て支援学会

株式会社Spero（ビジネス支援）

パートナー

企業様

FeMind＋biz

の座組み

フェムテック 事業 委託

※成果の広報
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女性の活躍推進の取り組みを加速させ

一人でも多くの方が活き活きと働き続けられるように

ぜひ貴社で本サービスをお役立て頂ければ幸いです

▶︎ お問い合わせ Mail：info@sustainableme.co.jp

SUSTAINABLEME Co.,Ltd. 283



パネルディスカッション
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＜モデレータ＞
経済産業省 経済産業政策局 経済社会政策室 室長補佐 春口 浩子氏

X

＜パネリスト＞
内閣府 男女共同参画局 推進課 課長補佐 岸 彩子氏
厚生労働省 健康局健康課 女性の健康推進室 室長 松村 漠志氏
経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 課長補佐 丸山 晴生氏
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各省庁の方針・施策紹介
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2021年4月1日

令和３年11月

厚生労働省

健康局健康課女性の健康推進室

女性の健康、女性特有の健康課題に関するニーズと施策
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厚生労働省におけるライフステージに応じた女性の健康づくり支援
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女性の健康の包括的支援における研究事業

301

女性の健康の包括的支援に関する課題

○ 女性の健康についてはその心身の状態が人生の各段階に応じて大きく変化するという特性に着目した対策

○ 女性の就業等の増加、婚姻をめぐる変化、平均寿命の伸長等に伴う女性の健康に関わる問題の変化に応じた対策

○ 女性の健康に関する調査研究を推進し、その成果の普及・活用を図ること 等

今後の方向性

○ 女性ホルモンの状況がライフステージごとに劇的に変化するという特性を踏まえた取組や、社会的な側面を含めた生涯にわたる支援を

推進し、女性の健康施策を総合的にサポートするため、我が国における実態を正確に把握した上で、女性の健康を生涯にわたり包括的

に支援するための研究について、引き続き取り組む。
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ホームページ「女性の健康推進室ヘルスケアラボ」

多くの女性が直面する月経の悩みや、妊娠・出産に関する疑問、様々な体調不良等に関して、情報提供しています。

http://w-health.jp/

厚生労働科学研究費補助金
女性の健康の包括的支援政策研究事業

研究代表者：藤井知行 302
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女性の健康週間（3月1日～8日）

• 以下をテーマに女性の健康週間特設Webコンテンツを作成し、公開。

• テーマ「知ろう！つくろう！女性の健康～みんなで学ぼう 生理について～」

• 三原副大臣及び宇賀なつみさんによる女性の健康週間の紹介動画

• 専門家による「月経」「女性の健康づくりに関する男女の教育・支援」に関する情報提供

令 和 ２ 年 度

• 以下をテーマに女性の健康週間特設Webコンテンツを作成し、公開。

• テーマ「Women’s Health Japan Update 2020－女性の健康支援に必要なこととは－」

• Webコンテンツを通じて、自治体と職場、雇用側と働き手、若年者向け支援と高齢者向け支援など、様々な立場や視点から、

女性の健康支援のあり方に関して情報提供や提案を行う。

令 和 元 年 度

• 以下の２回の対面イベントを開催。

• 「健やか女性活躍フォーラム - Begin toward -」（平成31年3月3日）

－「人生100年時代の女性の健康戦略」をテーマとした基調講演や、各団体の取組発表、パネルディスカッション

• 「女性の健康週間イベント」（平成31年3月4日）

－ 「今、求められる女性の健康への取り組みについて」、「今、企業に求められる女性の休養へのアプローチについて」をテーマに講演やパネルディスカッションを開催。

平 成 3 0 年 度

女性の健康に関する知識の向上と、女性を取り巻く健康課題に対する社会的関心の喚起を図り、「女性の健康週間」を通じて女性の健
康づくりを国民運動とし、国及び地方公共団体、関係団体等社会全体が一体となって、各種の啓発事業及び行事等を展開することで、
女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を自立して過ごすことを総合的に支援しています。厚生労働省では、例年「女性の健康
週間」に合わせてイベント等を実施しています。
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予防・健康づくりに関する大規模実証事業
（運動、栄養、女性の健康、がん検診、健康まちづくり）
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健康経営と女性の健康

令和３年１１月

商務・サービスグループ

ヘルスケア産業課
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「健康経営・健康投資」とは

⚫健康経営とは、従業員の健康保持・増進の取組が、将来的に収益性等を高める投資であるとの考えの下、
健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践すること。

⚫企業が経営理念に基づき、従業員の健康保持・増進に取り組むことは、従業員の活力向上や生産性の向上等の
組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や組織としての価値向上へ繋がることが期待される。

組織の活性化
生産性の向上

従業員の健康増進
従業員の活力向上

企業理念（長期的なビジョンに基づいた経営）

人的資本に対する投資
（従業員への健康投資）

社会への効果
国民のQOL（生活の質）の向上
ヘルスケア産業の創出
あるべき国民医療費の実現

優秀な人材の獲得
人材の定着率の向上

企業の
成長ポテンシャルの

向上

イノベーションの
源泉の獲得・拡大

経営課題解決に向けた
基礎体力の向上

業績向上
企業価値向上

※「健康」とはWHOの定義に基づくと、「肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあること」をいう。
出典：日本WHO協会ホームページ
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健康経営銘柄

健康経営優良法人
(大規模法人部門(ホワイト500))

健康経営優良法人
(大規模法人部門)

健康経営度調査
回答法人

上位500法人

大企業・大規模法人
（1万者以上）

大企業 等 中小企業 等

健康経営優良法人
(中小規模法人部門(ブライト500))

健康経営優良法人
(中小規模法人部門)

健康宣言に取り組む
法人・事業所

中小企業・中小規模法人
（300万者以上）

上位500法人

29業種48社

約1,800法人

約2,500法人

2020年度
選定・認定数等

2020年度
認定数等

約8,000法人

約50,000社

健康経営と顕彰制度について

⚫健康経営に係る各種顕彰制度（健康経営銘柄、健康経営優良法人）を推進。
認定を取得する企業は年々増加している。

⚫健康経営度調査において、平成28年度から「女性の健康保持・増進に向けた取組」についての設問を追加。

日経平均株価を
構成する225社の
８割以上が回答
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評価項目 主な評価内容

１．経営理念
・経営トップのコミットメント

・統合報告書やCSR報告書への記載等を通じた社内外への発信

２．組織体制

・社長や役員が健康づくり責任者になる等、経営層が参加する組織体制の

構築

・専門知識を持った産業医や保健師等の健康施策検討への参加

・健康保険組合との連携体制の構築

３．制度・施策実行

・計画の策定 （例：従業員の健康課題を把握、健康課題解決のために

有効な取組を設定、健康経営で実現する目標値と目標年限を明確化）

・土台作り （例：ヘルスリテラシー向上のための研修を実施、ワークライフバ

ランスや病気と仕事の両立に必要な就業規則等の社内ルールの整備）

・施策の実施 （例：食生活の改善、運動機会の増進、感染症予防、メン

タルヘルス不調者への対応、受動喫煙対策）

４．評価・改善
・実施した取組の効果検証

・検証結果を踏まえた施策の改善状況

５．法令遵守・
リスクマネジメント

・定期健診やストレスチェックの実施

・労働基準法、労働安全衛生法の遵守

ウェアラブルデバイス支給

【健康経営の施策例】

ジム利用の費用補助

ヘルスリテラシーの向上

検診等に関する費用補助女性従業員の健康課題に取り

組む企業も多く、FemTechを

活用する事例も増えている

（参考）健康経営の評価項目 －令和3年度健康経営度調査の枠組み
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62.3

82.8

58.3

54.4

49.2

26.7

49.1

37.4

53.7

23.5

27.3

5.6

5.7

女性特有の健康関連課題に関するセミナー等

婦人科健診・検診への金銭補助

婦人科健診･検診の受診に対する休暇等の設定

保健師等による女性健康専門の相談窓口設置

女性特有の健康課題に対応可能な体制構築

女性の健康作り推進部署やﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの設置

母性健康管理のためのサポートの周知徹底

不妊に対する支援（通院への休暇取得など）

生理休暇を取得しやすい環境の整備

更年期症状や更年期障害への支援

女性専用の休憩室の設置

月経随伴症状をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞするﾂｰﾙやｱﾌﾟﾘの提供

特に実施していない

※令和2年度健康経営度調査Q47・Q48の回答結果をもとに作成。

N=2523

％

健康経営における女性の健康課題への対応

⚫健康経営度調査において、「女性特有の健康課題」に関する取組状況を問うている。

⚫セミナー等により教育・啓発を行っている法人は6割を超え、また婦人科健診等の補助を行っている法人は
8割を超えた。
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